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厚 生 労 働 省 

 

支援のための連携に関する検討会における事務局提言案に対する意見 

 

（意見１）［下線部が追加部分］ 

１（３）「犯罪被害者支援ハンドブック・モデル案（仮称）」の作成に当たって

は、「有識者並びに内閣府、警察庁、総務省、法務省、文部科学省、厚生労働省及

び国土交通省において、「犯罪被害者支援ハンドブック・モデル案（仮称）」を作

成する」とあるが、「有識者並びに警察庁、総務省、法務省、文部科学省、厚生労

働省及び国土交通省の協力を得て、内閣府において、「犯罪被害者支援ハンドブッ

ク・モデル案（仮称）」を作成する」としてはいかがか。 

（理由）作成主体を明確にする必要がある。 

【内閣府意見】 

  ご指摘を踏まえ、修正することとしたい。 

 

（意見２）［下線部が追加部分］ 

２「関係機関・団体へ伝達すべき犯罪被害者等に関する情報のガイドラインを

作成するとともに、全国統一的な様式を定める必要がある。」とあるが、「有識者

並びに警察庁、総務省、法務省、文部科学省、厚生労働省及び国土交通省の協力

を得て、内閣府において、関係機関・団体へ伝達すべき犯罪被害者等に関する情

報のガイドラインを作成するとともに、全国統一的な様式を定める必要がある。」

としてはいかがか。 

（理由）作成主体を明確にする必要がある。 

【内閣府意見】 

  ご指摘を踏まえ、修正することとしたい。 

 

（意見３）［下線部が追加部分］ 

４「支援に携わる者が満たすべき倫理綱領を作成する必要がある。」とあるが、

「有識者並びに警察庁、総務省、法務省、文部科学省、厚生労働省及び国土交通

省の協力を得て、内閣府において、支援に携わる者が満たすべき倫理綱領を作成

する必要がある。」としてはいかがか。 

（理由）作成主体を明確にする必要がある。 

【内閣府意見】 

  ご指摘を踏まえ、修正することとしたい。 



 

母子手帳関係資料 

母子保健法施行規則（昭和四十年厚生省令第五十五号） 

 

（母子健康手帳の様式） 

第七条 母子健康手帳には、様式第三号に定める面のほか、次の各号に掲げる事項

を示した面を設けるものとする。 

一 日常生活上の注意、健康診査の受診勧奨、栄養の摂取方法、歯科衛生等妊産

婦の健康管理に当たり必要な情報 

二 育児上の注意、疾病予防、栄養の摂取方法等新生児の養育に当たり必要な情

報 

三 育児上の注意、疾病予防、栄養の摂取方法、歯科衛生等乳幼児の養育に当た

り必要な情報 

四 予防接種の種類、接種時期、接種に当たつての注意等予防接種に関する情報 

五 母子保健に関する制度の概要、児童憲章等母子保健の向上に資する情報 

六 母子健康手帳の再交付に関する手続等母子健康手帳を使用するに当たつて

の留意事項 

 
















